
留学経験者の
アナタにおすすめの国・地域

びーぐくんが選ぶ

リアルVoice

びーぐくんの独断です。留学先を
考える際には、しっかり情報収集
して、留学先を選ぼう！

やっぱり英語圏！
なアナタ
●アメリカ
●英国
●オーストラリア
●カナダ
●ニュージーランド

学費も生活費も
抑えたいアナタ
● 東欧諸国
●マレーシア
●フィリピン
●インド
●フィジー
●台湾

高い学費は困るけど、
環境にはこだわりたいアナタ
●アイスランド
●ドイツ
●フランス
●イタリア
●スペイン
●ベルギー
●ノルウェー

アートなしでは
生きられないアナタ
● イタリア
●フランス
●英国
●メキシコ
●その他あなたの感性を刺激
   する国がどこかにあります

食の充実が
とても大事なアナタ
● 香港
●台湾
●シンガポール
●イタリア
●その他国際的な都市

留学するなら日本人が
少ない場所！なアナタ
●アフリカ諸国
●南米諸国
●中東諸国
●その他おそらく世界各地
   に点在しています

アカデミックレベルに
こだわりたい！アナタ
●アメリカ
●英国
●オーストラリア
●カナダ
●西ヨーロッパ諸国
●シンガポール
●その他、大学ランキング
  を参考にしましょう

スポーツがやりたい
アナタ
●アメリカ
●西ヨーロッパ諸国
●南米諸国
●ニュージーランド

治安が悪いと
夜も眠れないアナタ
●アイスランド
●ノルウェー
●デンマーク
●ニュージーランド
●シンガポール
●ブルネイ・ダルサラーム

 

●新しい価値観に出会えること。
●将来、師事したい教員に出会えたこと。そこでさまざまな人脈を築けたこと。
●世界から集まる仲間と交流し、自分の中の当たり前や常識をアップデートすることができた。
●今までの常識が通用しない経験ができたこと。世界の広さを実感し、視野が広がったこと。
●経験が自信と希望になった。あのとき大丈夫だったからこれも大丈夫！と背中を押してくれる。
●人生において大切にすべきことについても考えるようになりました。
●自分で物事に対処するスキルを学んだ。同時に、どれだけ色々な人から支えてもらっているのか
にも気付くことができた。
●世界中に友達ができ、故郷が増えた感覚があります。
●日本では直面しないような壁にぶち当たった時に、初めて自分の強みと弱みを知ることができた
ことです。
●言語力や専攻内容はもちろんですが、環境に適応するために柔軟な判断力、忍耐力、生活力が
つきました。

●自分の国がどういう国なのか、自分はどんな人なのかという理解がさらに広がったように感じます。
●研究に打ち込むことができ、成果も評価され、15年後の現在、思い描いていたキャリアに繋がった。

留学してよかったこと

●宿泊施設の確実な確保。
●「色んな人と話して、知り合ってみたい！」という心構えが重要だと留学生活を経て気づきました。
●もっと英語で話す練習をしておけば、思ったことを伝えられたのにと後悔している。
●非英語圏の国でも英語力は高めておくことをおすすめします！
●留学先の文化などある程度の教養は必要
●日本について調べておくこと。海外の人は日本人の性格や価値観、考え方、日本文化などにと
ても興味を持ってくれるため、説明する能力が必要だと感じた。

●物価、寮費や保険料などかかる料金を詳細に調べるべきだった。
●日本国内でのネットワーキング。
●クレジットカードの支払いの上限金額を上げ忘れたこと。
●パスポートやカード、ビザもすべて盗まれて大変な時があった。スリ対策、紛失してしまった時
の対策をしっかりしておけばよかった。

●海外送金方法を確認しておくべきでした。日本の銀行での手続きは時間がかかるため、渡航前
に余裕を持って口座の設定を変更しておくべきです。

留学前にやっておけばよかったと後悔していること
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祖父の足跡を訪ねて
　メキシコ留学を決意したのは、祖父がきっかけでした。私の場合、祖父がメキシコに
住んだことがあり、現地に知り合いが多く、他国に比べ留学先として安心感があったこ
とが大きな理由でした。加えて、当時文化人類学を専攻していた自分にとって、祖父や
家族、知り合いを通じて見ていたメキシコは、マヤ・アステカなどの歴史とスペイン植
民地の歴史という複雑な過去を持ち、そうした伝統に基づく豊かで多様な文化を誇る国
で、身を置いて学ぶ環境として、とても魅力的な場所であったことも決め手の一つとな
りました。
スペイン語人材育成のための研修計画に応募
　メキシコ留学を決意したものの、私が大学で選んだ第二外国語はロシア語で、スペイ
ン語圏のメキシコに留学するには語学面でハンデがありました。しかし、スペイン語を
十分に話せない人でも応募可能な、外務省のスペイン語人材育成を目的とした「日墨戦
略的グローバルパートナーシップ研修計画」を見つけ、急いで書類を揃えて応募。運良
く研修生に選ばれました。こういったプログラムは、外務省HPの他、大学HPの留学情
報など様々なところに出ていると思いますので、気になる留学先のプログラムが無いか
チェックすると良いと思います。
人、自然、旅。―メキシコと共に生きる
　メキシコの場合、学生寮などが無いので、まずは自力で家を探すところからスタート。
現地の人の協力を得ながら、研修生それぞれに自分の家を探します。学校については、

私の場合は語学学校でのスペイン語学習が研
修の中心だったので、初級からのスタートで
した。面白かったのは、サルサやメレンゲと
いったダンスの授業もあるところです。フィ
エスタ(パーティー )などで踊る機会の多いラ
テンアメリカならではですね。また私は、ス
ペイン語の練習のために積極的に話しかけ、
友達を作りました。言葉の壁に最初は苦労し
ましたが、沢山の失敗を重ねて出来た友人の
中には、交流が今でも続く人がいて、大切な

絆となっています。また、メキシコは地方も魅力に溢れ、大自然の中を走るチワワ鉄道
に乗る旅に出たりと、メキシコ国内を旅行したことも、いい思い出です。
ラテンアメリカ研究の道へ
　メキシコ留学を通じて、自分がいかにメキシコを知らなかったのかを思い知らされま
した。そこで、メキシコ、そしてラテンアメリカを更に深く学ぶため、大学院のラテン
アメリカ研究コースに進学し、メキシコシティに関する修士論文を執筆しました。大学
院での学びを通じ、ラテンアメリカの他の国々にも関心を持ちました。
アルゼンチンからメキシコに「帰省」する
　メキシコでスペイン語を学んだことで世界が広がり、今はアルゼンチンに赴任してい
ます。アルゼンチンも魅力溢れる国ですが、先日の休暇の際にメキシコに「帰省」した際、
留学時代の友人たちに温かく迎えてもらい、「帰ってきた！」と強く思いました。今や
メキシコは、私にとって第二の故郷とも呼べる存在になっています。
スペイン語の世界に飛び出そう！
　スペイン語は、スペインの他、ラテンアメ
リカでは北はメキシコ(あるいは米国内)から
南はアルゼンチンまで、たくさんの国で話さ
れています。発音は日本語に似ていて学びや
すいですので、日本人にとっては習得しやす
い言語です。是非スペイン語を学び、色々な
人と話して、豊かなスペイン語圏の世界に飛
び出しましょう！

「全身を使って学ぶ！学んだ言葉はすぐ使う！」

トビタテ！留学JAPAN留学体
験発表会などで留学に関する発
表を行った。また、2018年日
本ユネスコ協会連盟主催の高校
生カンボジアスタディツアーに
参加。2020年3月金光学園高
等学校を卒業し、同年4月より
東京大学に在籍している。
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